
検討TF（スマートインフラマネジメント）

PD候補（座長） 有識者（ SPD候補等）

内閣府課題担当
（科技：インフラ・防災担当参事官）

研究推進法人
（土木研究所）

関係省庁

国土交通省 農林水産省

環境省

研究開発計画案作成

研究推進法人調査分析機関基礎的調査
研究開発計画案の検討等

研究機関等

研究機関A 研究機関B ・・・

ヒアリング等

公募・委託

テーマ毎調査（5~10）

部門A 部門B ・・・

テーマ毎調査（XX）

研究推進法人
自らによる調査

１

６７

FS実施
方針

２

５

No 実施事項 期間 担当

１ 有識者（SPD候補等）素案検討 ～６月下 内閣府、研究推進法人

２ FS実施方針作成着手 ～６月下 内閣府、研究推進法人

３ RFI分類・全体像把握 ～５月下 内閣府

４ RFI精査 ～７月上 内閣府、研究推進法人

５ 関係省庁調整WG１回目 ～７月中 内閣府、研究推進法人

６ 研究推進法人によるFS対象の整理 ～７月上 研究推進法人

７ 発注準備、公募、契約 ～７月下 研究推進法人

RFI

３ ４

■次期SIP＜スマートインフラマネジメントシステム＞ タスクフォース体制（案）

1

■タスクフォース（TF）の位置づけ
①研究開発計画案の作成に、省庁は入らない。
（PD候補、有識者、内閣府科技、研究推進法人が主に実施）
②関係省庁からの個別の提案内容について別途調整WGを行った結果
のとりまとめを行う。
（個別提案は、3回の調整WGにより順次絞り込みする）
③検討の過程は明確化・共有する

資料3

意見・提案

府省庁個別調整

済



PD候補 有識者 内閣府 研究推進法人
（土木研究所） 関係省庁 備考

【１】
検討タスクフォース
（インフラマネジメント） ● ● ● ● ● 【２】のWG結果

の報告・共有

【２】
関係省庁との調整WG

〇 〇 ● ● ●※

省庁の部署別に
実施
※テーマによっては
合同も可

■次期SIP 検討ＴＦ関連の会議の参加者＜スマートインフラマネジメントシステム＞（案）
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※：府省庁提案に基づき実施
●：参加
○：必要に応じて参加



調査分析機関にて実施（3月末まで）

■次期SIP検討スケジュール＜スマートインフラマネジメントシステム＞（案）
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全
体

R4年４月

TF

５月 ６月 ７月 ８月 12月
PD候補公募（～4/22）

5/26 PD候補 GB決定

TF第１回
（キックオフ）

4/28 研究推進法人決定
TFメンバー検討

選考（～5/20）

TF設置

6/10 FS予算移替

SPD候補等追加

９月 10月

SPD検討

TF第２回
（個別テーマ
1次案提示）

FS

RFI分類・全体像把握

基礎的調査（将来像・社会課題の整理、論文・特許・標準化動向分析等）

技術実現性等調査（ステークホルダーヒアリング、モデル試作等によるPoC等）

（R５年１月以降）
～１月下旬：研究開発案作成
～２月下旬：研究開発案のパブコメ、決定
～２月下旬：PD公募、決定
～３月上旬：課題毎の予算額、実施体制を決定

FS実施方針作成

RFI精査（内閣府・研究推進法人）

イノベーション、社会実装、
省庁連携等の観点で絞込み

これまでのストーリーに基づき、
各カテゴリに分類、全体像を把握 発注準備 6/15公募開始

関係省庁調整
WG１回目

6/20時点

11月

社会実装戦略検討（技術・事業面でのロードマップ、目標）

TF第３回
（個別テーマ
２次案提示）
基礎的調査

PJ実施体制・研究開発計画案検討

R5年
１～３月

■6/9事前打合せ①（PD候補、有識者、その他WGメンバー）

■6/14事前打合せ②（PD候補、有識者、その他WGメンバー）

■各省への調整WGの事前説明（省庁提案部署）

6/27（月）

研究開発
計画案
のパブコメ

TF第５回
（研究開発計
画素案提示）

TF第４回
（個別テーマ
決定、技術実
現性調査等）

関係省庁調整
WG２回目

関係省庁調整
WG３回目

８下旬
契約予定



■次期SIP＜スマートインフラマネジメントシステム＞ 研究テーマの絞り込みの進め方
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■個別テーマ選定の絞り込み対象
① 関係省庁からR3年６月等に提案されたテーマ、及び新規提案
② RFIの中から省庁が推すテーマ
③ 研究推進法人による追加調査から設定するテーマ



■次期SIP＜スマートインフラマネジメントシステム＞ 研究テーマの絞り込みの進め方
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戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）は、総合科学技術・イノベーション会議が司令塔機能を発揮し、府省や旧来の分野の枠を超え、基
礎研究から実用化・事業化まで見据えて一気通貫で研究開発を推進し、イノベーションの実現を目指すものである。
個別研究テーマの決定にあたっては、府省庁個別調整WGを開催し、 「個別テーマ選定の評価軸」に基づき、RFI及び府省庁提案、FSの
調査状況等から重点的に取り組んでいくべきテーマの絞り込みを行う。

SIP運用指針より抜粋

②研究開発によるイノベーションを起こす。

③社会実装戦略・道筋が明確である。
例)府省庁の計画、政策（閣議決定レベル等）へ
記載されるなど社会実装を明確化する。

④府省庁連携による分野横断的な取組である。

①スマートスマートインフラマネジメントシステムマネジ
メントシステムのコンセプトに合致する事。

個別テーマ選定の評価軸
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